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一
月
号

新
春
を
祝
う
―
「
日
々
是
好
日
」

シ
ア
ト
ル
別
院
輪
番

松
林
芳
秀

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
門
信
徒
の
皆
様
に
新

年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
様
で
、

シ
ア
ト
ル
別
院
輪
番
と
し
て
赴
任
さ
せ
て
頂
き

２
年
目
の
正
月
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
中
は
皆
様
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
今
年
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
昨
年
、
シ
ア
ト
ル
別

院
会
員
・
楠
見
房
子
夫
人
の
次
の
短
歌
が
日
本

全
国
万
葉
短
歌
大
会
で
佳
作
入
選
し
ま
し
た
。

マ
ウ
イ
島

砂
丘
に
ひ
ろ
が
る

移
民
墓
地

墓
石
は
す
べ
て

西
む
き
て
お
り

こ
の
短
歌
を
読
み
ま
し
た
時
、
私
が
１
９
６

０
年
代
始
め
に
お
参
り
し
て
い
た
ハ
ワ
イ
島
コ

ナ
の
海
岸
に
流
れ
込
ん
だ
溶
岩
に
建
て
ら
れ
た

日
本
人
移
民
墓
地
の
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
墓
石
も
全
て
海
の
彼
方
の
西
を
向
い

て
い
る
の
で
す
。
西
は
日
の
沈
む
所
で
あ
り
、

阿
弥
陀
佛
の
極
楽
浄
土
の
あ
る
所
、
そ
し
て
日

本
の
あ
る
方
向
で
す
。
私
は
そ
の
移
民
墓
地
で

法
要
を
勤
め
る
ご
と
に
、
日
本
人
移
民
初
期
の

方
々
が
日
本
の
家
族
や
ご
先
祖
の
事
を
思
い
な

が
ら
亡
く
な
っ
て
い
か
れ
た
心
情
に
、
や
る
せ

な
い
思
い
に
浸
っ
た
の
で
す
。

移
民
初
期
の
一
世
念
仏
者
は
経
済
的
に
も
不

安
定
な
中
で
、
お
念
仏
の
教
え
を
聴
聞
す
る
仏

教
会
を
建
立
し
、
お
念
仏
の
教
え
を
相
続
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
浄
土
真
宗
の
お
念
仏
の
教
え

は
移
民
初
期
の
苦
難
の
時
代
に
生
き
る
人
々
の

心
の
支
え
と
な
る
の
に
非
常
に
適
し
た
教
え
で

し
た
。
こ
れ
は
日
本
の
歴
史
で
、
戦
乱
の
世
に

あ
っ
て
も
、
浄
土
真
宗
の
教
え
は
一
般
民
衆
の

生
き
る
よ
す
が
な
っ
た
事
で
も
う
な
ず
け
ま
す
。

如
何
な
る
艱
難
辛
苦
の
人
生
で
あ
っ
て
も
、
深

い
仏
の
お
慈
悲
に
包
ま
れ
て
、
力
強
く
お
念
仏

の
教
え
に
生
か
さ
れ
る
の
で
す
。

本
願
寺
第
八
代
宗
主
の
蓮
如
上
人
は
、
『
蓮
如

上
人
御
一
代
記
聞
書
』
第
１
７
条
で
、
歳
末
の

お
礼
に
訪
れ
た
お
弟
子
の
順
誓
に
、

「
歳
末
の
お
礼
に
は
信
心
を
と
り
て
礼
に
せ

よ
。
」

と
、
念
仏
者
の
信
心
の
大
切
さ
を
諭
さ
れ
て

い
ま
す
。
又
『
御
文
章
』
第
１
帖
、
第
３
通
で
、

「
わ
が
い
の
ち
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
、
報
謝
の

た
め
と
お
も
い
て
、
念
仏
申
す
べ
き
な
り
。

こ
れ
を
当
流
の
安
心
決
定
し
た
る
、
信
心

の
行
者
と
は
申
す
な
り
。
」

と
、
念
仏
者
の
人
生
の
平
生
業
成
（
へ
い
ぜ

い
ご
う
じ
ょ
う
）
の
姿
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

シ
ア
ト
ル
別
院
は
今
年
１
０
７
年
目
の
歴
史
を

二
〇
〇
八
年
度
教
化
標
語

世
の
中
安
穏
な
れ

１月の予定

１日 10時 修正会元旦法要
６日 10時 家族法要

12時 正月宴会
理事会、各団体役員就任式

１３日 10時 報恩講法要
日本語法要

２０日 10時 家族法要
日本語法要

２７日 10時 家族法要
日本語法要
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迎
え
、
日
系
人
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
も

尊
い
歴
史
の
上
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。
新
年
を

迎
え
、
今
も
私
達
を
見
守
っ
て
下
さ
る
先
輩
各

位
の
遺
徳
に
感
謝
致
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
様
な

感
謝
の
思
い
で
日
暮
し
を
す
れ
ば
、

「
今
日
も
よ
し
、
明
日
も
又
よ
し
、

あ
さ
っ
て
も
、

よ
し
、
よ
し
、
よ
し
と
、
暮
ら
す
一
日
」

と
、
元
京
大
総
長
で
念
仏
者
で
も
あ
っ
た
平

沢
興
先
生
が
詠
わ
れ
て
い
る
様
に
、
「
日
々
是

好
日
」
と
新
年
を
お
念
仏
の
中
に
勇
躍
歓
喜
と

暮
ら
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
合
掌
礼
拝

新
年
の
ご
挨
拶

カ
ス
ト
ロ

ド
ン
開
教
使

私
の
家
族
を
代
表
し
ま
し
て
２
０
０
８
年
が
皆

様
の
阿
弥
陀
様
の
無
限
の
心
の
中
に
健
康
と
幸

多
い
こ
と
を
念
じ
ま
す
。
私
の
新
年
の
挨
拶
は
、

有
名
な
真
宗
俳
句
詩
人
、
小
林
一
茶
の
言
葉
と

私
の
声
を
重
ね
て
お
り
ま
す
、

雪
の
山
路
の
曲
が
り
形
り
に
、
こ
と
し
の
春
も

あ
な
た
任
せ
に
な
ん
む
か
へ
け
る

人
生
が
よ
き
も
の
で
あ
る
よ
う
願
い
ま
す
が
皆

さ
ん
も
猫
か
ら
教
え
を
得
る
べ
き
で
す
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
、
で
も
用
心
深
い
。
親
愛
の
情
を
、
受

け
入
れ
る
欲
し
い
時
に
、
何
処
か
で
要
る
人
に

は
差
し
上
げ
る
。
ち
ょ
っ
と
お
高
い
人
は
貴
方

が
魅
力
的
で
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
だ
か
ら
で
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
に
も
っ
と
謙
虚
さ
と
感
謝
の
気
持

を
入
れ
て
み
ま
す
と
こ
れ
で
随
分
と
い
い
年
に

な
り
そ
う
で
す
。

合
掌
、

カ
ス
ト
ロ
開
教
使
と
家
族
一
同

追
伸
、
歯
と
つ
め
に
は
気
を
つ
け
て
、
外
で
は

気
を
つ
け
て
！

８
０
大
計

「
百
年
の
大
計
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
大
き
な
は
か
り
ご
と
、
遠
大
な
計
画
が
大

計
で
す
。

私
た
ち
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
い
ろ
ん
な
計
画
を

立
て
、
計
画
通
り
に
こ
と
が
進
ん
だ
と
よ
ろ
こ

び
、
計
画
が
挫
折
し
た
と
悲
し
み
な
が
ら
、
一

喜
一
憂
し
て
生
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
は
明
日
の
計
画
は
あ
り
ま
す
。
い

や
一
年
先
の
計
画
、
十
年
先
の
計
画
は
あ
り
ま

す
が
、
一
生
を
通
じ
、
い
や
死
す
ら
こ
え
た
遠

大
な
計
画
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

幼
い
子
や
孫
に
、
「
お
前
は
将
来
な
に
に
成

り
た
い
か
」
と
聞
く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
母

さ
ん
に
は
、
な
に
に
成
り
た
い
と
い
う
も
の
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
い
ろ
ん
な
仕
事
を
し
、

定
年
に
な
り
、
あ
と
は
死
ぬ
だ
け
だ
」
で
は
あ

ま
り
に
も
悲
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
お

母
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん
と
結
婚
し
、
あ
な
た
た

ち
を
育
て
、
あ
と
は
ゆ
っ
く
り
す
る
だ
け
よ
」

で
は
さ
び
し
い
限
り
で
す
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
お
母
さ
ん
も
、
将
来

仏
さ
ま
に
な
る
」
と
い
う
遠
大
な
計
画
が
あ
っ

て
も
い
い
と
想
い
ま
す
。

沼
田
智
秀
著
「
さ
さ
え
あ
っ
て
」
百
八
の
お
も
い

よ
り
。

会
長
の
挨
拶

坂
本
ケ
リ
ー

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
冬
休
み
、
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
正
月
と
大
変
楽
し

い
時
を
過
ご
さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

去
年
一
年
を
振
り
返
り
数
々
の
経
験
を
家
族
や

友
人
と
分
か
ち
合
え
る
素
晴
ら
し
い
時
季
で
す
。

０
８
年
１
月
「
子
年
」
を
迎
え
ま
し
た
。
除
夜

法
要
が
１
２
月
３
１
日
に
梵
鐘
と
共
に
始
ま
り

元
旦
法
要
は
本
堂
に
て
１
０
時
よ
り
行
な
わ
れ

ま
す
。

私
も
含
め
て
、
多
く
の
方
々
は
家
族
や
友
人
を

訪
問
さ
れ
正
月
の
ご
馳
走
を
限
り
な
く
味
わ
い
、

限
り
な
い
大
学
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
を
観
戦

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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私
の
別
院
会
長
の
任
務
も
１
月
６
日
の
お
正

月
パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
い
て
の
別
院
理
事
会
新
役

員
・
各
団
体
役
員
就
任
式
に
お
い
て
終
了
し
ま

す
。

２
０
０
８
年
が
私
達
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
く
、

幸
多
い
年
で
有
り
ま
す
よ
う
に
念
じ
て
お
り
ま

す
。
お
寺
へ
の
ご
奉
仕
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。

合
掌

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

辻
原
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
の
申
し
込
み
用
紙
が
用
意

さ
れ
ま
し
た
。
別
院
事
務
所
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

（
２
０
６
―
３
２
９
―
０
８
０
０
）
。
締
め
切

り
は
４
月
２
５
日
０
８
年
。

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
シ
ニ
ア
、
お
寺
の
メ
ン
バ
ー
、

大
学
・
そ
の
他
の
学
校
へ
入
学
予
定
者
。

ダ
ー
マ
ス
ク
ー
ル

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ァ
ン
ナ
イ
ト

１
月
１
２
日
４
時
半
―
９
時
ゲ
ー
ム
持
参
可
能

ピ
ッ
ザ
、
ド
リ
ン
ク
小
額
に
て
あ
り
、
フ
ル
ー

ツ
、
デ
ザ
ー
ト
持
参
。
オ
ー
ル
エ
ー
ジ
。

１
２
月
３
１
日
ま
で
に
リ
ン
か
ラ
ニ
ー
ま
で
連

絡
の
こ
と
。

ク
ラ
ス
リ
ポ
ー
ト
は
英
語
面
に
掲
載
。

西
北
部
仏
教
徒
大
会
ご
援
助
お
願
い

こ
の
大
会
の
費
用
の
援
助
の
為
に
皆
様
に
一
人

又
は
夫
婦
２
０
ド
ル
の
寄
付
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
各
日
曜
法
要
時
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
月
１
３
日
ま
で
に
チ
ェ
ッ
ク
を
お
送

り
下
さ
い
。
そ
の
と
き
に
英
語
面
に
あ
る
フ
ォ

ー
ム
を
一
緒
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
名
前
が

大
会
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

新
宅
フ
ラ
ン
シ
ス

婦
人
会
は
別
院
会
員
の
多
大
な
御
協
力
の
お

蔭
で
、
こ
の
一
年
の
行
事
を
と
ど
こ
う
り
な
く

終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
二
０
０
八
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

米
国
仏
教
団
婦
人
会
連
盟
で
決
議
さ
れ
ま
し

た
、
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
の
財
政
支
援
の
一
回
目

の
寄
付
を
、
梅
津
先
生
宛
に
送
付
し
ま
し
た
。

料
理
部
長
の
川
原
律
子
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
、

そ
の
他
の
人
達
が
成
道
会
法
要
の
あ
と
の
ポ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
に
、
ば
ら
ず
し
、
肉
じ
ゃ
が
を
作
り

ま
し
た
。

婦
人
会
の
百
周
年
を
祝
っ
て
本
堂
の
新
し
い

ク
ッ
シ
ョ
ン
や
車
椅
子
で
本
堂
に
通
じ
る
案
も

調
整
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

台
所
掃
除∙

十
二
月
八
日
に
十
月
、
十
一
月
、

十
二
月
当
番
と
森
ポ
ー
ル
、
田
原
優
、
山
崎
の

り
氏
達
の
協
力
で
重
い
ガ
ス
レ
ン
ジ
も
す
っ
か

り
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

二
０
０
七
年
十
二
月
十
六
日∙

婦
人
会
理
事

会
議
に
於
い
て
二
０
０
八
年
―
二
０
０
九
年
の

新
役
員
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
左

記
の
通
り
で
す
。

二
０
０
八
年
―
二
０
０
九
年
役
員

会
長

谷
野
テ
リ
ー

副
会
長

馬
場
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
（
英
）

副
会
長

和
田
真
知
子

（
日
）

記
録
書
記

（
英
）

記
録
書
記

藤
井
藹
子

（
日
）

通
信
書
記

国
弘
キ
ャ
ロ
リ
ン
（
英
）

通
信
書
記

清
水
和
美

（
日
）

会
計

西
崎
メ
ー
ブ
ル

（
英
）

会
計

寺
田
鈴
子

（
日
）

監
査

賀
久
静
江

（
英
）

監
査

為
国
フ
ラ
ン
シ
ス
（
英
）

婦
人
会
便
り



4
活
動
部∙

十
二
支
の
子
（
ね
）
に
ち
な
ん
で
ね

ず
み
の
押
し
絵
作
り∙

教
師
田
中
り
く
子

一
月

九
日

午
前
九
時
半

ラ
ン
チ
か
ス

ナ
ッ
ク
持
参

一
月
十
六
日

午
前
九
時
半

ラ
ン
チ
か
ス

ナ
ッ
ク
持
参

ク
ラ
ス
希
望
者
は
オ
フ
イ
ス
の
前
の
掲
示
板

に
名
前
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
又
は
、
活
動
部
、

原
田
セ
ツ
、
清
水
ダ
ー
リ
ン
、
為
国
フ
ラ
ン
シ

ス
、
時
田
エ
ル
シ
ー
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

＊

一
般
寄
付
は
英
文
寄
付
欄
を
参
照
し
て

下
さ
い
。

二
０
０
八
年

一
月
行
事
予
定

一
日

修
正
会

六
日

別
院
新
年
宴
会

十
三
日

報
恩
講
法
要∙

婦
人
会
理
事
会

日
本
語
通
信
書
記

久
保
政
子
（
代
理
）

日
本
語
版
の
イ
ー
メ
イ
ル
・
ア
ド
レ
ス

Newsletter-jpn@seattlebetsuin.com

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ア
ト
ル
別
院
時
報
日
本
語
面

翻
訳
・
編
集

和
田
真
知
子

2008 年西北仏教徒大会ご案内

2008 年 2月 15－17 日 ダブルツリーゲストスイーツ、タクイラ。
標語：「念仏にかえる」基調講演は近藤みどり開教使｛リフエ本願寺ミッション｝ゲストミニスター
は小山ディーン先生｛マウンテンビュー｝
金曜日夜には大人と YBAのアクティビティー用意。土曜日ワークショップは討論会、音楽、アート&
クラフト。その後晩餐会と余興があります。
登録費大人$100、Sr.Jr.YBA$75、DS（1 年－6年生）$65、3歳―幼稚園児$25．
所属の団体より申し込み、締め切り 12 月 31 日。その後は大人、YBA$25 追加。団体所属の無い人は
直接小財ルークマリーか横山カリアンまで連絡。お寺の玄関に用紙があります。ホテルに泊まる方は
各自で予約必要。206-575-8220 か doubletree.com １泊＄115 で「ブディストコンベンション」と言
ってください。割引料金は 1月 24 日までに予約必要。
ご質問などは convention@seattlebetsuin.com 申し込みは convention-registration@seattlebetsuin.com

時報が別院のウェブで見られます。

2008 年１月より別院のウェブサイト seattlebetsuin.com において時報が掲載されます。毎月届けら
れる時報・ニュースレターをキャンセルしたい方は Eメール newsletter-jpn@seattlebetsuin.com か
下記の部分に記入し別院までお送りください。
なぜウェブなのか？
＊別院では多額の予算の紙代、郵送費、コピー代などを使っております。
＊自然環境の為になる。 ＊オンラインのほうが簡単
＊ボランティアの方々は一日中掛かってコピーされますそれが早くすみます。
＊お寺の各団体のレベル貼りが早くすむ。 ＊郵便が失われたり遅れたりしません。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝カット＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
□ 時報の郵送リストより名前を取る。

氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ サイン＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

mailto:??????convention@seattlebetsuin.com
mailto:?????convention-registration@seattlebetsuin.com
mailto:Newsletter-jpn@seattlebetsuin.com
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